
評価 H28年度実 H28年度実 H29年度

項目 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 績に対する H29年度 績に対する 目標
　 実績値 実績値 実績値 目標値 比率（%） 実績値 比率（%） 達成率(%)

指標項目 (A) (B) （B/A) (C) （C/A) (C/B)

１　施設利用の促進に関して

① 資料館入館者数 39,148 39,795 40,018 41,000 102.5% 40,034 100.0% 97.6% B

② 展示回数 12 11 17 18 105.9% 18 105.9% 100.0% B

③ 報道機関等への資料提供数 35 36 50 52 104.0% 46 92.0% 88.5% C

　 　 　 　 　 　 　

　

○現状（課題等も含め） 「1 施設利用の促進に関して」の全体評価 【概ね達成】
○達成状況等　【Ａ（   ％）Ｂ（66.7％）C（33.3％）】

○２９年度目標達成のための改善点及び取組等 ○課題及び改善点
・入館者数については、ポスターやチラシの掲載依頼施設
を増やす等の対応で広報活動の充実に努めていく。  ま
た、他の資料館などの優れた展示を観るなどの情報収集
に努め展示方法を工夫して企画展等を実施する。

評価

　備　考＜参考＞　過去3年間の状況 H29年度の目標 H29年度の状況

市ウェブサイトでの情報
発信含む

・資料館入館者数は、毎年わずかながら前年度を上回っている。
今後、さらに入館者を増やすためにポスターやチラシの掲載依頼施
設を増やすことや、市広報等で企画展示室等の施設利用を呼びか
けるなどの広報活動の充実に努める必要である。

平成29年度 資料館評価シート
(平成30年3月現在)岩出市民俗資料館

・資料館入館者数は、２８年度実績値を上回ったが、２９年度目標値
を下回った。　・展示回数は、２８年度実績値を上回ったが、２９年度
目標値を超えることができなかった。・報道機関等への資料提供数
は、２８年度実績値、２９年度目標値ともに下回った。

・入館者数は、目標に達しなかったが徐々に増えてきてい
る。　今後、入館者を増やすために実施する事業の広報活
動や展観事業の展示方法を工夫する必要である。　また、
ねごろ資料館等との連携をさらに強化する必要がある。
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評価 H28年度実 H28年度実 H29年度

項目 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 績に対する H29年度 績に対する 目標
　 実績値 実績値 実績値 目標値 比率（%） 実績値 比率（%） 達成率(%)

指標項目 (A) (B) （B/A) (C) （C/A) (C/B)

２　資料の収集・保存に関して

① 郷土資料寄贈点数 17 15 122 125 102.5% 650 532.8% 520.0% A 民具ほか

　 　 　 　 　 　

　

　

○現状（課題等も含め） 「2 資料の収集及び保存に関して」の全体評価 【達成】
○達成状況等　【Ａ（100％）Ｂ（   ％）C（    ％）】

○２９年度目標達成のための改善点及び取組等 ○課題及び改善点

平成29年度 資料館評価シート
岩出市民俗資料館 (平成30年3月現在)

・郷土資料寄贈点数については、1人の方から多数の寄贈を頂き、２
８年度実績値、２９年度目標値ともに大きく上回った。

・２９年度は、多数の寄贈をいただいたが、大半が古文書等の歴史
資料でした。  学校への資料貸出を充実させるためには市広報等を
活用して日常生活用具等の民俗資料の収集を強化する必要があ
る。

・２５年度から２８年度までの資料収集事業に基づき購入し
た資料（根来塗漆器）については、今後、来館者の方に楽
しんでもらえるよう展示方法を工夫していく必要がある。
・寄贈資料の増加に対応するための取組みを検討していく
必要がある。

・資料収集品展（根来塗漆器）については、テーマを決めて
年度の途中で展示替えを行う。
・寄贈資料の増加に対応するため、収蔵庫の整理を行い
保管場所を確保していく。

評価

　備　考＜参考＞　過去3年間の状況 H29年度の目標 H29年度の状況
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評価 H28年度実 H28年度実 H29年度

項目 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 績に対する H29年度 績に対する 目標
　 実績値 実績値 実績値 目標値 比率（%） 実績値 比率（%） 達成率(%)

指標項目 (A) (B) （B/A) (C) （C/A) (C/B)

３　展示・講演会に関して

① 秋季企画展入館者数 6,189 7,510 7,824 7,900 101.0% 7,340 93.8% 92.9% C

② 文化協会作品展示入館者数 8,212 7,922 6,393 8,300 129.8% 5,565 87.0% 67.0% C 29年度は2クラブ減で6

③ 根来塗講座受講生作品展示入館者数 6,595 5,367 5,667 6,600 116.5% 5,708 100.7% 86.5% B

④ 所蔵品展入館者数 3,035 3,284 3,026 3,300 109.1% 2,933 96.9% 88.9% C 開催時期を春から冬へ変更

⑤ 収集資料品展入館者数 39,148 39,795 40,018 41,000 102.5% 40,034 100.0% 97.6% B

⑥ 歴史講座（年２回）参加者数 135 225 106 230 217.0% 157 148.1% 68.3% B
⑦ 秋季企画展講演会参加人数 40 47 50 55 110.0% 52 104.0% 94.5% B
⑧ 根来寺所蔵宝物展示入館者数 ‐ ‐ 10,010 5,500 54.9% 4,011 40.1% 72.9% C 前年度は年2回、今年度からは1回実施

⑨ 寄贈品展入館者数 ‐ ‐ ‐ 3,200 ‐ 7,038 ‐ 219.9% B 特別展

⑩ 報道機関等への資料提供数 39 40 66 70 106.1% 61 92.4% 87.1% C

○現状（課題等も含め） 「3 展示・講演会に関して」の全体評価 【達成できていない】
○達成状況等　【Ａ（   ％）Ｂ（５0.0％）C（５0.0％）】

○２９年度目標達成のための改善点及び取組等 ○課題及び改善点

平成29年度 資料館評価シート
岩出市民俗資料館 (平成30年3月現在)

評価 備　考

＜参考＞　過去3年間の状況 H29年度の目標 H29年度の状況

・根来塗講座受講生作品展示入館者数、収集資料品展入館者数、歴史講
座参加者数、秋季企画展講演会参加者数は、２８年度実績値を上回った
が、２９年度目標値を下回った。　・２９年度はじめて実施した寄贈品展は、２
９年度目標値を大きく上回った。　・秋季企画展入館者数、文化協会作品展
示入館者数、所蔵品展入館者数、根来寺所蔵宝物展示入館者数、報道機
関等への資料提供数は、２８年度実績値、２９年度目標値をともに下回っ
た。

・秋季企画展等の展観事業の入館者数を増やすためにポスターや
チラシの掲載依頼施設を増やすことや隣接する紀の川市等の小中
学校に来館を働きかけるなどの広報活動の充実に努める必要があ
る。

・展観事業として、常設展・秋季企画展・所蔵品展・収集資
料品展等を実施している。根来寺関連宝物展を１回にする
替わりに新たな展観事業を計画していく必要がある。
・歴史講座については、市民の方の学習ニーズに応えるた
め、アンケートで要望が多かったテーマのものを実施して
いく。

・前年度においては、多くの資料を寄贈いただいたことから
特別展として寄贈品展を実施する。
・歴史講座については、市民の方からの要望が多かった
「根来寺に関すること」をテーマにした講座を６月に、そして
「郷土岩出」をテーマにした講座を２月に実施する。

市ウェブサイトでの情報発信含む
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評価 H28年度実 H28年度実 H29年度

項目 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 績に対する H29年度 績に対する 目標
　 実績値 実績値 実績値 目標値 比率（%） 実績値 比率（%） 達成率(%)

指標項目 (A) (B) （B/A) (C) （C/A) (C/B)

４　学校教育への積極的な支援に関して

① 歴史学習会（年３回）参加人数 78 103 127 130 102.4% 108 85.0% 83.1% C

② 学校利用受入、児童生徒利用 466 829 612 840 137.3% 920 150.3% 109.5% A

③ 報道機関等への資料提供数 8 8 11 12 109.1% 12 109.1% 100.0% B

○現状（課題等も含め） 「4 学校教育への積極的な支援に関して」の全体評価
【概ね達成】

○達成状況等　【Ａ（33.4% ）Ｂ（33.3％）C（33.3％）】

○２９年度目標達成のための改善点及び取組等 ○課題及び改善点

平成29年度 資料館評価シート
岩出市民俗資料館 (平成30年3月現在)

・「歴史学習会」は、勾玉づくりの実施回数を３回から２回に減らし、１
回分は新たなテーマを選定して実施し、多くの小学生に参加してもら
えるようにする。

・学校利用受入、児童生徒利用は、２８年度実績値、２９年度目標値
ともに上回った。　・報道機関等への資料提供数は、２８年度実績値
を上回ったが、２９年度目標値を超えることができなかった。　　・歴
史学習会参加人数は、２８年度実績値、２９年度目標値ともに下回っ
た。

・小学生を対象とした「歴史学習会」勾玉づくりは、前年度
より歴史学習会の回数と１回当たりの募集定員を増やして
実施する。
・学校利用受入について、小学校の授業でも民具が取り上
げられており、学校における教育活動を支援できるよう資
料収集を強化する。

評価

　備　考＜参考＞　過去3年間の状況 H29年度の目標 H29年度の状況

市ウェブサイトでの情報
発信含む

・小学生を対象とした「歴史学習会」は勾玉づくりを実施し
たところ、前年度は多くの申込があり、本年度については
開催回数等を増やして対応する必要がある。
・学校利用受入については、学校での授業時期が重なるこ
とから、複数校に資料貸出ができるように民具などの資料
を収集することが必要になる。
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